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昨
年
１
月
に
市
長
に
就
任
し
、
市

民
皆
様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

市
民
の
皆
様
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾

け
、
経
営
感
覚
を
持
っ
て
、
市
民
の

視
点
・
立
ち
位
置
で
一
つ
一
つ
の
課

題
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
１
年
間

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
に
お
い
て
も
、
社
会

情
勢
は
、
更
に
著
し
く
、
加
速
度
的

に
変
化
し
、
行
政
は
そ
の
対
応
を
常

に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
特
に
国
・
県

の
重
要
課
題
と
掲
げ
対
応
策
を
講
じ

る
施
策
は
、
雲
仙
市
に
お
け
る
行
財

政
運
営
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、

国
・
県
の
動
向
に
注
視
す
る
と
と
も

に
、
財
政
基
盤
の
確
立
を
図
り
、
雲

仙
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
豊
か
な
大

地
・
輝
く
海
と
ふ
れ
あ
う
人
々
で
築

く
た
く
ま
し
い
郷
土
」
の
実
現
を
目

指
し
、「
市
民
が
主
役
」、「
市
民
総

参
加
」
を
旨
と
し
て
、
市
の
総
合
計

画
に
基
づ
き
各
種
施
策
を
実
施
し
、

将
来
に
渡
り
持
続
可
能
な
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

市
政
へ
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

人
口
減
少
問
題
へ
の
対
応

　
雲
仙
市
の
人
口
に
つ
き
ま
し
て
は
、

雲
仙
市
発
足
時
の
平
成
17
年
と
平
成

22
年
を
比
較
し
、
2
，
7
5
3
人
が

減
少
し
て
お
り
、
現
在
に
お
い
て
も

人
口
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
は
、
様
々
な
分
野
へ
の

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
早
急
な
定
住
促
進

対
策
を
講
じ
る
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
平
成
26
年
度
に
お
き

ま
し
て
は
、
特
に
若
者
世
代
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
施
策
に
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、「
雲
仙

市
総
合
計
画
」
の
6
つ
の
基
本
方

針
に
沿
っ
て
説
明
。

1
み
ん
な
で
つ
く
る

ま
ち
づ
く
り

参
加
と
協
働

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
活
動
活
性
化
交
付
金
を
引
き

続
き
交
付
す
る
と
と
も
に
、
地
域
づ

く
り
団
体
の
立
ち
上
げ
や
市
民
が
提

案
す
る
事
業
等
が
円
滑
に
実
施
で
き

る
よ
う
、
地
域
づ
く
り
補
助
金
の
メ

ニ
ュ
ー
の
見
直
し
を
行
い
、
支
援
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　
広
聴
活
動
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

行
政
参
加
の
促
進
や
、
意
見
を
市
政

へ
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
全

職
員
に
よ
る
広
聴
活
動
や
市
政
モ
ニ

タ
ー
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

行
政
運
営

　
組
織
体
制
に
つ
い
て
は
、
観
光
・

物
産
と
農
林
・
商
工
関
連
業
務
の
一

層
の
連
携
強
化
が
急
務
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
観
光
物
産
ま
ち
づ
く
り
推
進

本
部
の
「
観
光
物
産
」
部
門
を
農
林

水
産
商
工
部
と
統
合
し
、
産
業
の
一

体
的
な
推
進
に
努
め
、
ま
た
、「
ま

ち
づ
く
り
」
部
門
に
つ
い
て
は
、
建

設
整
備
部
へ
移
管
し
ま
す
。

　
市
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、

人
材
育
成
基
本
方
針
を
も
と
に
、
職

場
研
修
、
階
層
別
研
修
に
加
え
、
専

門
性
の
向
上
を
目
指
す
た
め
、
専
門

研
修
等
を
行
い
、
人
材
育
成
施
策
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

　
入
札
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
26

年
度
か
ら
は
電
子
入
札
を
導
入
し
、

事
業
者
の
負
担
・
市
の
事
務
量
の
軽

減
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
工
事
成
績

評
定
制
度
に
つ
い
て
は
、
工
事
品
質

の
向
上
に
繋
が
る
よ
う
、
工
事
成
績

評
点
を
ラ
ン
ク
の
格
付
認
定
に
用
い

て
い
る
主
観
的
審
査
事
項
へ
反
映
し

ま
す
。

　
収
納
推
進
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
を

導
入
し
、
滞
納
者
に
対
す
る
市
税
滞

納
原
因
等
の
分
析
、
並
び
に
過
払
い

等
の
債
務
整
理
な
ど
生
活
改
善
の
提

案
を
行
い
、
中
長
期
的
な
観
点
で
市

税
の
安
定
的
・
継
続
的
な
納
税
に
繋

げ
ま
す
。

　
行
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
特
に
平

成
26
年
10
月
に
新
シ
ス
テ
ム
が
稼
働

す
る
こ
と
と
な
り
、
併
せ
て
事
務
事

業
を
整
理
、
調
整
し
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
研
究
し
ま
す
。

　
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、
本
庁
増

築
庁
舎
を
平

成
27
年
度
に

か
け
て
総
３

階
建
て
の
増

築
庁
舎
を
新

築
す
る
と
と

も
に
、吾
妻
・

千
々
石
庁
舎
の
必
要
な
内
部
改
修
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
総
合
支
所
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら

平
成
31
年
度
に
か
け
て
、
緊
急
性
を

考
慮
し
順
次
整
備
を
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
瑞
穂
総
合
支
所
及

び
小
浜
総
合
支
所
に
つ
い
て
は
、
平

成
26
年
度
に
お
い
て
、
耐
震
診
断
を

実
施
し
ま
す
。

2
快
適
で
住
み
よ
い
暮

ら
し
づ
く
り

住
環
境

　
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人

口
減
少
は
、
地
域
経
済
、
産
業
、
社

会
保
障
な
ど
様
々
な
影
響
が
懸
念
さ

れ
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

定
住
促
進
対
策
と
し
て
、
新
築
住

宅
の
取
得
者
に
対
し
奨
励
補
助
金

（
P
22
）
を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、

都
市
住
民
か
ら
の
視
点
に
よ
る
雲
仙

市
の
魅
力
の
発
掘
、
情
報
発
信
を
行

い
、
定
住
、
移
住
対
策
を
図
る
た
め
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
し
ま
す
。

　
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
木

造
住
宅
の
耐
震
化
向
上
に
取
り
組
み
、

併
せ
て
市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
居

住
環
境
の
向
上
及
び
住
宅
の
長
寿
命

化
を
図
り
、
市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の

有
効
活
用
を
推
進
す
る
た
め
改
修
工

事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
耐
震
診
断

平
成
26
年
度

　
施  

政  

方  

針

平
成
26
年
第
１
回
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、金
澤
市
長
が
述
べ
た
「
施
政
方
針
」

を
抜
粋
、
一
部
整
理
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
施
政
方
針
と
は
、
市
政
運
営

の
目
指
す
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
す
。）
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義
務
付
け
対
象
建
築
物
の
耐
震
化
を

推
進
し
ま
す
。

　
水
道
に
つ
い
て
は
、
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
及
び
水
道
事
業
基
本
計
画
に
沿
っ

た
事
業
を
推
進
し
、
平
成
26
年
度
に

は
愛
野
地
区
、
平
成
28
年
度
に
は

千
々
石
地
区
の
統
合
簡
易
水
道
整
備

事
業
の
完
了
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
事

業
、
集
落
排
水
事
業
、
浄
化
槽
事
業

な
ど
に
取
り
組
み
、
瑞
穂
地
区
・
吾

妻
地
区
の
下
水
道
の
管
渠
整
備
を
進

め
、
ま
た
、
雲
仙
地
区
下
水
道
施
設

の
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
公
園
・
緑
地
に
つ
い
て
は
、
緑
地

保
全
や
緑
化
の
推
進
に
関
す
る
基
本

計
画
と
な
る
『
緑
の
基
本
計
画
』
の

策
定
を
行
う
と
と
も
に
、
安
全
で
快

適
な
公
園
・
緑
地
を
目
指
し
た
緑
地

及
び
設
備
等
の
維
持
管
理
・
修
繕
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

雲
仙
市
景
観
条
例
に
基
づ
き
、
一
定

規
模
以
上
の
建
築
行
為
等
に
つ
い
て

は
届
出
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

市
民
の
皆
様
に
制
度
の
周
知
を
図
り

ま
す
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
地
域
の
実

情
に
即
し
た
情
報
な
ど
を
地
図
に
記

載
し
た
「
マ
イ
防
災
マ
ッ
プ
」
の
作

成
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
災
害
が

発
生
し
た
場
合
の
災
害
情
報
の
収
集
、

伝
達
体
制
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
等
の
安
心
安
全
を

図
る
た
め
、
自
力
で
の
避
難
が
困
難

な
方
を
災
害
時
要
援
護
者
と
し
て
名

簿
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
対
象
者

を
掲
載
し
て
い
る
「
地
域
さ
さ
え
愛

マ
ッ
プ
」
を
有
効
に
活
用
し
、
自
治

会
を
単
位
と
し
た
災
害
時
要
援
護
者

避
難
支
援
訓
練
の
実
施
を
推
進
し
ま

す
。

　
海
岸
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
21
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
小

浜
木
指
漁
港
海
岸
高
潮
対
策
事
業
に

つ
い
て
平
成
26
年
度
完
成
を
目
指
し

て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
に
南

串
山
赤
間
漁
港
海
岸
高
潮
対
策
事
業

に
着
手
し
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し

　
防
犯
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
防

犯
灯
設
置
費
等
補
助
金
の
予
算
を
拡

充
し
、
自
治
会
が
行
う
防
犯
灯
の
設

置
、
更
新
等
に
対
し
補
助
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
市
と
地
域
防
犯
団
体
が

中
心
と
な
り
、「
地
域
の
安
全
は
地

域
で
守
る
」
を
合
言
葉
に
、
防
犯
活

動
と
防
犯
力
の
強
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、
市
民

に
対
し
て
の
被
害
を
未
然
に
防
止
す

る
啓
発
活
動
の
強
化
を
重
点
課
題
と

し
、
市
民
の
皆
様
が
安
全
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目

指
し
、
将
来
に
わ
た
り
一
層
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

道
路
網
・
交
通
体
系

　
道
路
に
つ
い
て
は
、
合
併
に
よ
り

旧
町
か
ら
引
き
継
い
だ
継
続
事
業
の

早
期
完
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、
道

路
の
拡
幅
・
改
良
及
び
橋
梁
な
ど
老

朽
化
に
伴
う
維
持
補
修
に
つ
い
て
、

緊
急
性
等
を
判
断
し
計
画
的
に
整
備

を
進
め
ま
す
。

　
地
域
高
規
格
道
路
「
島
原
道
路
」

の
愛
野
森
山
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
は
、

昨
年
12
月
に
完
成
し
、
吾
妻
愛
野
バ

イ
パ
ス
に
つ
い
て
も
、
平
成
29
年
度

完
成
を
目
指
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、ま
た
、一
般
県
道
雲
仙
千
々

石
線
は
平
成
26
年
度
の
完
成
に
向
け

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
国
及
び
県
と
連
携
し
、
安
全
で

安
心
な
道
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
な
お
、
愛
野
小
浜
バ
イ
パ
ス
に
つ

い
て
は
、
命
の
道
と
し
て
重
要
な
路

線
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
、
県
に
対

し
、
早
期
整
備
実
現
に
向
け
た
要
望

を
行
い
ま
す
。

　
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
路
線
バ
ス
の
生
活
交
通
路
線
数

の
維
持
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

鉄
道
事
業
に
お
い
て
は
、
沿
線
自
治

体
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
鉄
道
設
備

整
備
費
の
支
援
拡
充
と
運
営
費
補
助

の
財
政
的
支
援
を
行
い
、
市
民
の
皆

様
が
安
心
・
安
全
、
快
適
に
移
動
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

自
然
環
境

　
自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
は
、

市
内
に
お
け
る
良
好
な
環
境
保
全
と

創
造
に
向
け
た
環
境
行
政
の
基
本
的

な
方
向
性
を
示
す
た
め
、「
雲
仙
市

環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
漂
着
ご
み
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

美
し
い
海
岸
を
維
持
す
る
た
め
、
県

の
海
岸
漂
着
物
対
策
推
進
計
画
に
よ

り
重
点
区
域
に
指
定
さ
れ
た
市
が
管

理
す
る
海
岸
に
お
い
て
、
引
き
続
き

県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
漂
着
ご

み
の
回
収
・
処
理
を
行
い
ま
す
。

3
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の

健
康
と
福
祉
づ
く
り

	

健
康

　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
結

核
・
肺
が
ん
検
診
の
対
象
者
を
、
こ

れ
ま
で
の
40
歳
以
上
か
ら
20
歳
以
上

へ
、
歯
周
病
予
防
健
診
の
対
象
者
に

つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
40
歳
以
上

の
該
当
年
齢
者
か
ら
20
歳
以
上
の
該

当
年
齢
者
へ
と
対
象
者
を
拡
大
し
、

併
せ
て
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
を
引

き
続
き
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
受

診
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

福
祉

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
介
護

予
防
事
業
の
推
進
と
自
主
活
動
へ
の

発
展
、
高
齢
者
就
業
機
会
の
確
保
及

び
登
録
会
員
数
の
増
加
に
向
け
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、「
誰
も
が
安
心

し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地

域
社
会
づ
く
り
」
を
目
指
す
た
め
、

地
域
福
祉
連
合
会
、
地
域
福
祉
推
進

協
議
会
で
の
協
議
や
市
民
の
皆
様
が

地
域
に
お
い
て
「
お
互
い
様
で
支
え

あ
う
」
地
域
ふ
れ
愛
さ
さ
え
愛
推
進

モ
デ
ル
事
業
を
引
き
続
き
推
進
し
ま

す
。

　
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害

者
就
労
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
、
障
害
者
職
場
実
習
促
進
事
業

等
に
よ
る
障
害
者
雇
用
の
促
進
や
、
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障
害
児
通
所
給
付
事
業
の
周
知
を
図

り
、
障
害
児
の
福
祉
の
増
進
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
手
話
通
訳
者
に
よ
る

聴
覚
障
害
者
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
等
の
取
り
組
み
や
、
広

報
紙
等
に
よ
り
障
害
者
総
合
支
援
法

の
様
々
な
制
度
を
周
知
す
る
と
と
も

に
、
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
就
労
機

会
、
自
立
し
た
日
常
生
活
や
社
会
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。

4
力
強
い
産
業
と

仕
事
づ
く
り

農
林
水
産
業

　
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
農
業
政
策
を
再
評
価
す
る
と

と
も
に
、
市
の
有
す
る
地
域
資
源
や

特
性
、
ま
た
、
立
地
環
境
等
を
活
用

し
た
農
林
水
産
業
振
興
と
市
民
の
所

得
向
上
に
向
け
た
戦
略
づ
く
り
の
た

め
、
中
長
期
の
『
雲
仙
市
農
林
水
産

業
振
興
計
画
』
を
策
定
し
ま
す
。
併

せ
て
、
地
域
の
持
つ
潜
在
力
を
最
大

限
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
経
営
基
盤

の
強
化
、
農
業
担
い
手
育
成
対
策
、

環
境
に
優
し
い
農
業
の
振
興
に
関
す

る
各
種
事
業
を
重
点
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
農
業
・

農
村
の
持
続
的
な
発
展
を
目
指
し
、

地
域
の
潜
在
力
を
発
揮
で
き
る
環
境

整
備
を
図
る
た
め
、
耕
地
の
区
画
整

理
や
か
ん
が
い
施
設
、
農
道
な
ど
の

農
業
生
産
基
盤
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　
畜
産
に
つ
い
て
は
、
優
良
雌
牛
保

留
の
更
な
る
推
進
や
、
優
良
肥
育
素

牛
の
導
入
経
費
に
対
す
る
支
援
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
一
貫
生
産
体

制
を
確
立
し
、
品
質
の
良
い
『
雲
仙

牛
』
の
産
地
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
島
原
半
島
地
域
食
肉
セ
ン
タ
ー
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
島
原
半
島
に
お

け
る
畜
産
農
家
の
経
営
・
雇
用
を
は

じ
め
、
地
場
産
業
及
び
地
域
経
済
の

維
持
発
展
を
図
る
た
め
、
平
成
26
年

度
の
完
成
に
向
け
支
援
し
ま
す
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
造
林
事
業
や
、

構
造
改
善
加
速
化
支
援
事
業
等
に
よ

る
森
林
生
産
基
盤
整
備
の
推
進
や
、

個
人
有
林
の
森
林
組
合
へ
の
施
業
委

託
を
含
ん
だ
集
約
化
施
業
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
水

域
環
境
保
全
創
造
事
業
等
に
よ
る
漁

場
環
境
の
保
全
、
21
世
紀
の
漁
業
担

い
手
確
保
推
進
事
業
等
に
よ
る
漁
業

へ
の
新
規
就
業
者
に
対
す
る
支
援
、

栽
培
漁
業
、
養
殖
漁
業
の
推
進
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
諫
早
湾
干
拓
事
業
潮
受
堤
防
排
水

門
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
昨
年
11
月

12
日
、
長
崎
地
裁
に
よ
り
開
門
差
止

め
を
認
め
る
仮
処
分
の
決
定
が
な
さ

れ
、
国
は
、
開
門
に
関
し
福
岡
高
裁

判
決
と
相
反
す
る
義
務
を
負
う
こ
と

に
な
り
、
問
題
は
更
に
複
雑
化
し
解

決
に
つ
い
て
は
、
長
期
化
す
る
よ
う

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
と
し

ま
し
て
は
、
市
民
の
安
心
・
安
全
、

雲
仙
市
の
農
業
・
漁
業
を
守
る
こ
と

を
念
頭
に
、
真
の
有
明
海
再
生
に
向

け
て
、
長
崎
県
・
諫
早
市
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
対
処
い
た
し
ま
す
。

商
工
業
・
企
業
誘
致

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
空

き
店
舗
を
活
用
し
て
営
業
な
ど
を
行

う
事
業
に
対
す
る
助
成
制
度
、
経
営

基
盤
の
安
定
化
の
た
め
の
運
転
資
金

や
設
備
資
金
に
対
す
る
融
資
制
度
、

住
宅
等
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
商
品
券
交

付
事
業
（
P
23
）
に
よ
る
地
域
循
環

型
経
済
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
地
場
企
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

雲
仙
市
産
業
サ
ポ
ー
ト
事
業（
P
23
）、

雲
仙
市
中
小
企
業
設
備
資
金
利
子
助

成
事
業
等
に
よ
り
、
創
業
、
経
営
改

革
、
農
商
工
連
携
の
取
り
組
み
に
対

し
て
支
援
し
、
地
域
資
源
を
活
用
し

た
新
商
品
の
開
発
や
販
路
の
拡
大
に

繋
げ
ま
す
。

　
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
創
出
に

つ
い
て
は
、
昨
年
12
月
に
策
定
し
た
、

「
雲
仙
市
企
業
立
地
推
進
方
針
」
に

基
づ
き
、
本
市
の
自
然
環
境
、
人
材
、

産
業
な
ど
の
地
域
資
源
を
最
大
限
に

発
揮
し
て
、
製
造
業
を
中
心
と
し
た

企
業
誘
致
を
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。物

産
販
売

　
物
産
販
売
の
促
進
に
つ
い
て
は
、

物
産
部
門
を
農
林
水
産
商
工
部
へ
集

約
す
る
こ
と
か
ら
、
生
産
者
、
販
売

者
及
び
消
費
者
と
の
更
な
る
連
携
を

図
り
、
雲
仙
市
の
豊
富
な
物
産
・
特

産
品
の
普
及
・
販
売
拡
大
に
努
め
ま

す
。
な
お
、
雲
仙
市
物
産
販
売
促
進

協
議
会
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

成
果
や
現
状
課
題
等
を
整
理
し
、
行

政
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
整
理
す

る
と
と
も
に
、
生
産
者
及
び
販
売
者

に
か
か
わ
る
皆
さ
ん
の
所
得
の
増
加

に
つ
な
が
る
方
向
性
を
検
討
し
ま
す
。

5
新
し
い
観
光
・
交
流

に
よ
る
活
力
づ
く
り

観
光

　
観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、
雲
仙
市

観
光
協
議
会
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
成
果
や
課
題
を
洗
い
出
し
、

行
政
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
再
度

整
理
し
ま
す
。

　
ま
た
、
よ
り
強
固
な
雲
仙
市
の
観

光
振
興
を
実
現
す
る
た
め
、
観
光
事

業
に
携
わ
る
観
光
団
体
及
び
各
種
団

体
、
そ
し
て
行
政
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
に
つ
い
て
調
整
し
、
協
働
し
た

体
制
に
よ
る
事
業
に
取
り
組
め
る
よ

う
協
議
を
重
ね
ま
す
。

　
国
内
の
誘
客
・
宣
伝
活
動
に
つ
い

て
は
、平
成
26
年
は「
国
立
公
園「
雲

仙
」
指
定
80
周
年
」
と
「
島
原
半
島

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
５
周
年
」
を

迎
え
る
特
別
な
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
２
つ
を
目
玉
と
し
、
雲
仙
市
Ｐ

Ｒ
事
業
に
よ
る
情
報
発
信
の
強
化
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て
は
、
島
原
半
島
観
光
連

盟
と
連
携
し
な
が
ら
、
修
学
旅
行
誘
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致
へ
の
活
用
や
、
旅
行
会
社
等
へ
の

セ
ー
ル
ス
を
通
じ
誘
客
に
努
め
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

交
流
に
よ
る
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
対
象
者
を
拡
大
し
、
誘
致
強

化
に
努
め
ま
す
。

　
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
に
つ
い
て

は
、
観
光
事
業
団
体
、
県
、
関
係
自

治
体
と
の
連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
、

韓
国
や
台
湾
と
い
っ
た
東
ア
ジ
ア
を

中
心
に
継
続
的
な
セ
ー
ル
ス
を
実
施

し
ま
す
。

　
ま
た
、
雲
仙
古
湯
地
区
街
な
み
環

境
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
26

年
度
に
は
、
市
所
有
の
廃
ホ
テ
ル
の

解
体
を
行
う
と
と
も
に
、
跡
地
の
活

用
・
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
皆

様
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

6
明
日
を
担
う
人
づ
く

り
と
誇
り
あ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り

子
育
て

　
若
者
世
代
の
定
住
を
更
に
促
進
す

る
た
め
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
対

象
者
を
拡
充
（
P
12
）
す
る
こ
と
に

よ
り
、
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
、
福
祉
の
増
進
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
を
支
援
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、

病
児
病
後
児
保
育
事
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
発

育
・
発
達
を
支
援
す
る
た
め
、
新
た

に
臨
床
心
理
士
と
言
語
聴
覚
士
２
名

に
よ
る
こ
と
ば
と
心
の
相
談
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
な
お
、
子
育
て

に
関
す
る
全
般
的
な
今
後
の
施
策
に

つ
い
て
は
、
子
育
て
に
関
す
る
ニ
ー

ズ
調
査
の
結
果
等
を
反
映
さ
せ
た

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

を
策
定
し
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
子
育
て
支
援
事
業
を
展
開

し
ま
す
。

教
育

　
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
市
内
全
小
・
中
学
校
へ
学
習
支

援
、
教
育
相
談
活
動
、
読
書
活
動
推

進
支
援
を
目
的
と
し
た
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、

不
登
校
児
童
生
徒
等
に
対
し
て
訪
問

指
導
や
相
談
活
動
な
ど
直
接
的
な
支

援
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

学
校
教
育
課
に
訪
問
指
導
員
を
１
名

配
置
し
ま
す
。
ま
た
、
希
望
が
あ
っ

た
小
学
校
10
校
に
つ
い
て
、
フ
ッ
化

物
洗
口
事
業
を
実
施
し
、
効
果
的
な

歯
・
口
腔
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

　
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
や
、
新
規
事
業

と
し
て
小
・
中
学
校
の
普
通
教
室
・

理
科
室
及
び
音
楽
室
に
壁
掛
け
式
扇

風
機
を
設
置
し
、
学
習
に
取
り
組
み

や
す
い
教
育
環
境
の
整
備
を
図
り
ま

す
。

　
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

通
学
路
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全

確
保
の
た
め
、
平
成
28
年
度
ま
で
に

順
次
対
策
を
講
じ
ま
す
。

文
化
財

　
鍋
島
邸
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年

２
月
22
日
か
ら
建
物
内
部
の
公
開
を

開
始
し
ま
し
た
。　

　
鍋
島
邸
の
適
正
管
理
と
公
開
活
用

に
努
め
る
た
め
保
存
計
画
の
策
定
や
、

施
設
を
文
化
団
体
等
に
利
用
い
た
だ

く
な
ど
有
効
活
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
神
代
小
路
地
区
街
な
み
環
境
整
備

に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
完
成
に

向
け
、
地
区
の
皆
様
と
協
議
、
連
携

し
な
が
ら
区
域
内
の
小
公
園
、
水
路
、

道
路
の
整
備
に
取
り
組
み
、
併
せ
て

家
屋
の
修
景
に
対
す
る
助
成
事
業
等

を
実
施
し
ま
す
。

生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

　
生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
公
民
館

講
座
や
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事

業
等
の
生
涯
学
習
施
策
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
老
朽
化
し
て
い
る
移
動

図
書
館
車
１
台
を
新
車
に
入
れ
替
え
、

読
書
環
境
の
更
な
る
充
実
を
図
り
ま

す
。

　
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
に
つ
い

て
は
、
い
よ
い
よ
本
番
の
年
を
迎
え

ま
し
た
。
雲
仙
市
開
催
競
技
で
あ
る
、

サ
ッ
カ
ー
競
技
、
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
、

馬
術
競
技
及
び
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
雲
仙
ア
ヅ

マ
ク
ロ
ス
に
出
場
さ
れ
る
全
国
か
ら

の
選
手
・
監
督
等
の
皆
様
が
、
最
高

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
る

よ
う
、
施
設
等
の
整
備
を
行
う
と
と

も
に
、
競
技
団
体
と
の
連
携
を
密
に

し
な
が
ら
、
大
会
の
円
滑
な
運
営
に

努
め
ま
す
。

　
国
体
に
は
、
競
技
役
員
を
含
め
、

全
国
か
ら
多
く
の
お
客
様
が
訪
れ
、

雲
仙
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
。
雲
仙
市
実

行
委
員
会
で
は
、
関
係
団
体
、
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
お
力
を
借

り
な
が
ら
、
選
手
や
役
員
の
み
な
ら

ず
、
来
場
さ
れ
た
皆
様
の
心
に
残
る

大
会
と
な
る
よ
う
「
お
も
て
な
し
」

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
様
に
は
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
市
民
運
動
会
は
、
国
体
の

開
催
時
期
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、
１

年
繰
り
延
べ
平
成
27
年
度
に
開
催
し

ま
す
。
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100回目のハッピーバースデイ♪

■3月16日　　吉田　ハツヱ　さん（瑞穂町）
　家族や施設のみなさんにお祝いしてもらい、とても
嬉しそうなハツヱさん。家族のことを想って働くこと
が、長生きの秘訣だそうです。

特報！健康☆チャレンジ事業

特賞に井
いの

上
うえ

麻
ま

里
り

さん（愛野町）
　3月31日、健康チャレンジ事業特賞の贈呈が市役所
で行われました。
　この事業は、20歳以上の市民を対象に健康診査や
がん検診、歯周病予防健診を受診して応募すると抽選
でステキな商品が当たるというものです。
　たくさんのご応募の中から、厳正なる抽選の結果、
愛野町の井上麻里さんが特賞の『東京ディズニーリ
ゾート3日間ペアの旅』にみごと当選されました。ま
た、その他の当選者の皆さんへも3月下旬に商品の発
送をいたしました。
　本年度も健康☆チャレンジ事業を実施します。健診
を受けて、どしどしご応募ください！

瑞穂町屯宮祭に密着した番組でNBC放送
がグランプリ　

　2013年にNBC長崎放送が瑞穂町屯宮祭に密着し、
製作した「人間神様」が、「ダイドー日本の祭り」の
番組コンクールにおいて、34本の番組の中から見事
グランプリを受賞し、NBC長崎放送のテレビ局長ら
がその受賞報告に市長を訪問されました。
　この番組は特別編集され、5月31日午前2時45分
からNBC長崎放送で放送される予定です。

各地域審議会から市長への提言書の提出

　市内7地域の地域審議会から、3月12日、各地域に
おける現状や課題を踏まえ、解決に向けた提言をまと
めた『提言書』が市長へ提出されました。
　各地域審議会において、平成24年7月以来、熱心に
議論と審議を重ねられ、思いのこもった提言としてま
とめられております。
　市は、今後その内容を十分に検討させていただき、
出来る限り市政に反映させながら、引き続き広域的な
視点から、地域の特色を最大限に活かしたまちづくり
に努めていきます。

地域審議会とは？
　合併特例法に基づき、旧7町ごとに組織された地域
審議会は、合併により行政区域が拡大されることによ
り、市民の声が行政に届きにくくなることがないよう、
各地域ごとに設置された市長の諮問機関で、雲仙市で
は旧7町ごとに組織されています。
　※各地域の『提言書』については、雲仙市ホームペー
ジでご覧いただけます。

どうぞこれからも健康で長生きされ、幸せにお過ごしください。
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コミュニティ助成事業で整備されました

　コミュニティ助成事業は、財団
法人自治総合センターが、宝くじ
を財源とし、コミュニティの健全
な発展を図るとともに宝くじの普
及広報を行うため、住民のコミュ
ニティ活動を助成するものです。

〈第2回雲仙よかもん市（うんぜん「食」のまちづく
り推進事業）」が開催されました！〉
　3月27日㈭～28日㈮の2日間、長崎市浜町のベルナード観光通りで

「第2回雲仙よかもん市」が開催されました。当イベントは雲仙市物
産販売促進協議会が主催するもので、宝くじの事業収入を原資とした

「コミュニティ助成
事業（活力ある地
域 づ く り 助 成 事
業）」の助成を受け
実施したものです。
　当日は農水産物、
かまぼこ等の事業
者など10社が出展
し、各社自慢の“雲
仙よかもん”のＰＲ
を行いました。

有限会社四季　農林水産大臣賞受賞

　農山漁村男女共同参画推進協議会主催による平成
25年度農山漁村女性・シニア活動表彰の『シニア起
業・地域活性化部門』において、吾妻町の有限会社四
季が、最優秀賞となる農林水産大臣表彰を受賞しました。
　この賞は、全国の農林水産業及び農山漁村の活性化
に優れた実績を持ち、男女共同参画の推進・高齢者の
活動推進を目的に経験豊富な女性・高齢者を表彰され
るものです。
　有限会社四季は、
15年前吾妻町にお
いて農産物直売所を
立ち上げ、出荷者の
収入確保に寄与され
たことや、高齢者の
単身家庭が増加する
中、惣菜部門におい
て、手軽に家庭料理
が味わえるなど、地
域活性化に資する点
が高く評価されまし
た。

雲仙市消防団愛野支団ポンプ操法大会

　3月16日、愛野運動公園グラウンドにおいて、雲仙
市消防団愛野支団主催のポンプ操法大会が開催されま
した。この大会は、8月3日に行われる第32回長崎県
ポンプ操法大会に向けて、選手選考を兼ねて開催され
たものです。県大会へは雲仙市代表として「小型ポン
プの部」に愛野支団、「ポンプ車の部」に小浜支団か
ら出場することとなっております。
　8月の県大会には、それぞれ愛野支団、小浜支団選
抜メンバーで出場します。夏に向けて厳しい練習に取
り組んでまいりますので、市民の皆様の応援よろしく
お願いします。

千々石町北船津名郷土芸能保存会　
山車他コミュニティ活動備品

（衣装等）の整備

国見町東里自治会
絵図修繕他コミュニティ活動備品

（机等）の整備
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ジ
オ
サ
イ
ト
は
、
景
色
や
地
層
、
岩

石
を
観
察
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
球
の

営
み
と
人
々
と
の
関
わ
り
を
楽
し
む
場

所
の
事
。
こ
こ
で
は
、
島
原
半
島
内
の

ジ
オ
サ
イ
ト
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

第
２
回
目
は
、「
島
原
大
変
と
眉
山
」

で
す
。

　
眉
山
は
島
原
の
西
に
そ
び
え
る
溶
岩

ド
ー
ム
で
、
今
か
ら
約
４
０
０
０
年
前

の
噴
火
で
で
き
た
火
山
で
す
。
北
側
に

七
面
山
、
南
側
に
天
狗
山
の
２
つ
の
峰

が
あ
り
ま
す
が
、
地
形
の
様
子
か
ら
、

最
初
に
天
狗
山
が
で
き
、
次
に
七
面
山

が
で
き
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
２
２
２
年
前
の
１
７
９
２

（
寛
政
４
）
年
５
月
21
日
（
４
月
朔さ

く
日
）、

夜
８
時
過
ぎ
。
天
狗
山
の
直
下
で
火
山

性
の
強
い
地
震
が
お
き
ま
し
た
。
こ
の

地
震
に
よ
っ
て
天
狗
山
は
大
き
く
崩
壊
。

大
量
の
土
砂
が
城
下
町
島
原
の
南
半
分

を
埋
め
立
て
た
だ
け
で
な
く
、
大
部
分

が
海
に
な
だ
れ
込
み
、
大
津
波
を
引
き

起
こ
し
ま
し
た
。

　
津
波
は
島
原
半
島
沿
岸
と
対
岸
の
肥

後
・
天
草
を
繰
り
返
し
襲
い
、
双
方
に

甚
大
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。
折
し
も
、

こ
の
山
崩
れ
が
起
き
た
の
は
新
月
の
夜
。

し
か
も
海
は
満
潮
に
近
い
状
態
で
し
た
。

当
時
の
人
々
は
、
真
っ
暗
闇
の
中
で
突

然
津
波
に
襲
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
島
原
城
下
だ
け
で
５
０
０
０
人
以
上
、

沿
岸
や
対
岸
の
熊
本
も
含
め
る
と
約

１
５
０
０
０
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
こ
の

大
災
害
は
、「
島
原
大
変
肥
後
迷
惑
」

と
い
う
言
葉
で
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
半
島
沿
岸
に
残
る
供
養
塔
に
は
、

今
も
花
が
絶
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
次
回
は
「
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
」
を
紹
介
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク

�

連
絡
協
議
会
事
務
局

☎
０
９
５
７
︱
65
︱
５
５
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
５
７
︱
65
︱
５
５
４
０

E-m
ail info@

unzen-geopark.jp

　
３
月
16
日
午
前
11
時
か
ら
仁
田
峠
駐

車
場
に
お
い
て
、
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
ケ
ー
キ
で
作
ら
れ
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク

が
披
露
さ
れ
、
雲
仙
小
学
校
の
み
な
さ

ん
に
よ
り
「
誓
い
の
言
葉
」
が
宣
誓
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
公
募
で
選
ば
れ
た

島
原
半
島
内
の
80
歳
の
人
と
５
歳
の
子

ど
も
た
ち
が
、
バ
ー
ス
デ
ー
ソ
ン
グ
を

合
唱
し
、
風
船
飛
ば
し
を
行
い
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
小
浜
中
学
校

吹
奏
楽
部
の
演
奏
が
式
典
に
花
を
そ
え

ま
し
た
。

眉山の全景。右が七面山で左が天狗山。天狗山の
一部は大きくえぐれています。

天狗山の崩壊地。切り立った崖は、今も
少しずつ崩れ続けています。

島
原
大
変
と
眉
山

国
立
公
園
「
雲
仙
」
指
定
80
周
年
お
よ
び

�

島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
５
周
年
記
念
事
業

︱
︱
︱
︱
︱
q
・q

︱
︱
︱
︱
︱
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■　炬
きょ

火
か

イベントを行います　■
　いよいよ5ヵ月後に迫ってきた国体に向けて、炬火イベントを行います。炬火と
はオリンピックでの聖火にあたるもので、国体の開催期間中、長崎県立総合運動
公園の炬火台にともし続けられます。
　雲仙市では5月から市内の小中学校の運動会など13ヶ所で採火し、その火をひ
とつに集め、雲仙市の炬火とします。

　市内各地で採火された火は、8月23日(土)、雲仙ゴルフ場において、小中学生の代表者が炬火トーチ
からミニ炬火台へ点火し雲仙市の炬火となります。
　そして9月に長崎駅前で開催される炬火集火式で各市町の火が集まり、長崎県の火となり長崎県がんば
らんば国体総合開会式で長崎県立総合運動公園の炬火台に点火されます。

■　手作り応援旗を作ってみませんか　■
　長崎がんばらんば国体に全国から雲仙市を訪れるたく
さんの選手、監督、関係者などを応援するために、各競
技会場などに手作りの応援旗、のぼり旗を掲示します。
　職場や学校、お友達同士などのグループ、団体、サー
クルの皆さんで、会場に掲示する手作りの応援旗を作っ
てみませんか？ 旗のサイズは100cm×150cm、デザイ
ンや画法、画材は自由です。
　興味を持たれた人は国体推進課までお問合せください。
たくさんのお問い合わせをお待ちしております。
　問　国体推進課　37-3113

がんばくん募金は本庁・各総合支所などで受付中です。平成26年3月末までの募金額65,850円

ご協力ありがとう

ございます

長崎がんばらんば国体まで200日イベントで子
どもたちが手作りの応援旗を作成してくれたと
きの様子です。

炬火に使われる
道具あれこれ

　採火した火は、雲
仙市実行委員会事
務局においてハク
キンカイロで保管
します。

　このトーチは県
内の高等技術専門
校と工業高等学校
の生徒さんの製作
で、各市町の炬火イ
ベ ン ト や 国 体 の
開・閉会式で使用
されます。

　採火に使うマイギリ式ひおこし器は、去年の夏、公
民館講座で市民の皆さんに作っていただいたものです。

　長崎県の花であ
る椿がモチーフに
なっているミニ炬
火台。花芯の部分に
炬火をともす構造
になっています。

長崎がんばらんば国体
リハーサル大会

兼第50回九州馬術大会
平成26年6月14日(土)～15日(日)
雲仙市特設馬術競技場

雲仙アヅマクロス
9月14日

馬　　術
10月17日～21日ボクシング

10月13日～17日サッカー
10月17日～21日
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Vol.74

雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
政
策
企
画
課
内
）　

　
　
　
　
　
　
　

☎
38-

３
１
１
１

問

　
3
月
20
日
、
千
々
石
町
で
雲
仙
市
男
女
共
同
参

画
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
長
崎
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
大
学
の
入い

り
え江

詩と
も
こ子
先
生
を
迎
え
、「
だ
か
ら
大
切
！
男
女
共
同
参

画
」
と
題
し
て
、
現
代
社
会
の
中
で
の
男
女
共
同

参
画
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
島
原
半
島
三
市
内
で
男
女
共
同
参
画
の

推
進
活
動
を
し
て
い
る
長
崎
県
男
女
共
同
参
画
推

進
員
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
皆
さ
ん
に
、
島
原
三
市

地
域
内
の
「
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
」
や
「
根
深
い
固

定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
」
を
解
消
す
る
た
め
取

り
組
ま
れ
て
い
る
事
業
活
動
の
発
表
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、

わ
か
り
や
す
く
、
勉
強
に
な
っ
た
」
な
ど
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

「男女共同参画って何だろう？」
男女共同参画について知りたい
ときは、雲仙市男女共同参画
センターへ。

講座のテーマ例
・男女共同参画とは？
・仕事と生活の両立
　（ワーク・ライフ・バランス）
・ＤＶ（デートＤＶ）　

など　

「男女共同参画
出前講座」受付中

男性相談窓口について
悩みやストレスを抱える男性のための専用窓口

を開設しています。子育て、介護、家族や夫婦

関係、職場や地域の人間関係など、ひとりで悩

まずにご相談ください。

【相 談 日】月２回（毎月第２・４水曜日）

【受付時間】午後６時〜午後９時

【実施内容】電話相談および面談

　（面談は相談員が必要と判断したときに実施）

【相談料金】無料　※通話料は相談者負担

【専用電話】０９５－８２５－９６２２

【お問合せ】長崎県男女共同参画推進センター

　　　　　　０９５－８２２－４７３０
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困ったときは…
雲仙市消費生活センター

からのお知らせ

早めに、ご相談を。
ライフサポートホットライン

☎0957－38－7
な

8
や

3
み

0
ゼロ（消費生活センター直通電話）

健康食品を正しく理解しましょう
　
誤
解
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
健
康
食
品

　
「
摂
取
す
れ
ば
健
康
に
な
れ
る
」
と
思
わ
れ

る
こ
と
の
多
い
健
康
食
品
で
す
が
、
そ
の
製
品

の
実
態
は
極
め
て
多
様
で
す
。
市
場
に
流
通
し

て
い
る
健
康
食
品
と
称
す
る
製
品
に
は
、
特
定

保
健
用
食
品
（
通
称
、
ト
ク
ホ
）
の
よ
う
に
安

全
性
や
有
効
性
が
し
っ
か
り
検
証
さ
れ
て
い
る

製
品
も
あ
れ
ば
、
ま
っ
た
く
検
証
が
な
さ
れ
て

い
な
い
製
品
、
さ
ら
に
違
法
に
医
薬
品
成
分
が

添
加
さ
れ
た
悪
質
製
品
ま
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
健
康
食
品
が
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
る
際
、

「
天
然
・
自
然
」
と
い
う
言
葉
や
「
病
気
が
治
っ

た
」と
い
う
体
験
談
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

天
然
・
自
然
の
成
分
で
も
有
害
物
質
が
あ
り
、

体
験
談
は
一
部
の
成
功
談
で
あ
り
、
鵜
呑
み
に

す
る
に
は
危
険
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
健
康
食
品
の
実
態

は
、
魅
力
的
な
情
報
に
よ
り
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る

も
の
と
か
な
り
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
が
一
般

的
で
す
。

　
良
か
れ
と
思
っ
て
摂
取
し
た
健
康
食
品
も
健

康
被
害
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
、
上
手
に
使
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

●
健
康
食
品
に
ば
か
り
頼
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　
健
康
食
品
は
、
食
生
活
に
お
け
る
補
助
的
な

も
の
で
す
。
特
定
成
分
を
取
り
出
し
た
健
康
食

品
を
と
る
だ
け
で
、
健
康
を
保
つ
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
健
康
食
品
は
、
健
全
な
食
生
活
を
心

が
け
た
上
で
、
栄
養
成
分
な
ど
を
補
給
す
る
こ

と
が
必
要
な
場
合
の
補
助
と
し
て
利
用
す
る
も

の
と
考
え
ま
し
ょ
う
。

●
過
大
な
期
待
を
し
て
い
ま
せ
ん
か

　
健
康
食
品
は
、
病
気
や
体
の
不
調
を
治
す
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
過
大
な
期
待
や
、
不
適

切
な
利
用
か
ら
健
康
被
害
に
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

●
健
康
食
品
の
利
用
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

①�

健
康
食
品
を
利
用
す
る
前
に
、
普
段
の
食
生

活
で
本
当
に
不
足
し
て
い
る
栄
養
成
分
が
あ

る
の
か
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

②�

健
康
に
役
立
つ
食
品
の
機
能
を
紹
介
す
る

「
健
康
情
報
」
は
、
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る

の
で
は
な
く
、
科
学
的
な
視
点
に
基
づ
く
判

断
を
行
っ
た
上
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

製
品
を
選
ぶ
際
に
は
表
示
や
広
告
を
よ
く
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

④�

個
人
輸
入
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
を
利
用
す
る
際
に
は
、
製
品
に
関
す
る
情

報
の
確
認
を
慎
重
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤�

保
健
機
能
食
品
制
度
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
こ
と
は
、
健
康
食
品
を
利
用
す
る
上
で
重

要
な
こ
と
で
す
。

⑥�

特
定
の
成
分
を
過
剰
に
摂
取
し
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

⑦�
健
康
食
品
の
利
用
期
間
や
量
な
ど
に
つ
い
て

記
録
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
医
療
機
関
へ
の
相
談

①�

体
調
不
良
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
利
用
を
や

め
て
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

治
療
を
受
け
て
い
る
人
が
健
康
食
品
を
利
用

す
る
場
合
に
は
、
医
師
や
薬
剤
師
な
ど
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
「
ト
ク
ホ
」
と
の
適
切
な
付
き
合
い
方

　
ト
ク
ホ
は
国
に
よ
っ
て
特
定
の
保
健
機
能
表

示
が
審
査
・
許
可
さ
れ
た
食
品
で
す
が
、
国
が

許
可
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
、
効
果
が
過
大

視
さ
れ
、
医
薬
品
の
よ
う
な
効
果
を
求
め
る

方
々
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
間

違
っ
た
認
識
を
防
ぐ
た
め
、
ト
ク
ホ
製
品
に
は

「
病
気
が
治
る
、
治
療
で
き
る
」
と
い
っ
た
表

示
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
食
生

活
は
、
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
基
本
に
食
事
の

バ
ラ
ン
ス
を
」
と
い
う
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
健
康
の
保
持
増
進
の
基
本
は
「
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
、
適
度
な
運
動
、
休
養
」
で

す
。
自
分
の
健
康
に
不
安
が
あ
る
と
健
康
食
品

を
試
し
た
く
な
る
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。
自
分

の
こ
と
を
心
配
し
て
く
れ
る
家
族
・
友
人
・
知

人
に
勧
め
ら
れ
れ
ば
な
お
さ
ら
で
す
。
正
し
い

知
識
を
も
っ
て
、薬
で
は
な
い
こ
と
を
認
識
し
、

慎
重
に
摂
取
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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子ども支援課（☎36-2500）問

※�市ホームページに各センターの行事予定などを詳しく掲載しています。

施設名・問合わせ 開設日時等

【たいら保育園】
みるきぃ
（☎７８－５６５５）

★月～金曜日10：00～15：00
　開園・園庭開放
☆ベビーマッサージ
　毎週行っています。詳しくは「くにみ
子ども園」のホームページ

　http://www.kunimikodomoen.jp/

【ＮＰＯ法人
子育てネット
やまぼうしの会】
ぽっかぽか
（☎７８－２５２８）

★国見ひろば
　月～金曜日・第２，第４日曜日
　10：00～15：00
　場所…国見農村環境改善センター内
☆毎週木曜日…わらべうた＆ベビー
マッサージ（要予約）

★出張愛野ひろば　
　毎週水曜日(10：00～15：00)　
　場所…愛野公民館2F
　第2水曜日…親子で楽しむ絵本と
わらべうたの世界（11：00～）

【洗心保育園】
アリス
（☎７７－２７２７）

★火・木・金曜日・第２,４土曜日
　10：00～15：00開園

施設名・問合わせ 開設日時等

【うせん辻幼稚園】
ピヨちゃんクラブ
（☎３８－３３０６）

★月・水・金曜日10：00～15：00
　　　　　　園庭開放、ひろば開放
☆第4金曜日：親子教室　(無料)
　　　　　　お誕生者紹介

【すぎのこ保育園】
子育て支援センター
（☎３６－１７７２）

★月・水・金曜日10：00～15：00開園

第４金曜日…出張子育て教室
※愛野保健福祉センターにて

(10：30～11：30)

【小浜保育園】
すくすくルーム
（☎７６－０１１７）

★月～金曜日10：00～15：00開園

☆親子教室…毎週火・金曜日　
10：00～12：00

毎週金曜日：ベビーマッサージ（10：15～）
第２火曜日：身体測定の日　
その他火曜日：親子ピクニック、お話など

【串山保育園】
子育てスペース
「あおぞら」
（☎８８－２６８５）

★月～金曜日10：00～15：00開園
★第２・4水曜日　親子教室

●５月の『子育て支援センター』情報

●子育てサポートセンターからのお知らせ
保育園や学童クラブへの送迎、残業中の預かりなど　子育て中の“ちょっと困った！”を解決す
る応援をしています。育児の支援を受けたい人（依頼会員）やそれをサポートしてくださる人（協
力会員）を募集しています。詳しくは子育てサポートセンターまでご連絡ください。
� お問い合わせは『子育てサポートセンター』☎36－2500まで。

あなたの子育てをバックアップします
4月診療分から小学生から中学生までの医療費負担が申請により、
1日上限800円、ひと月上限1,600円となります。

　子育て世帯の医療費負担を軽減するため、福祉医療費の支給対象者を中学生までに拡大しました。医療
費の助成を受ける人は、受給認定申請書の提出が必要です。まだ、お済でない人は提出してください。

●申請書の配布　　受給認定申請書は、4月中旬頃、対象者（子ども）あてに郵送しています。
●申請書の提出先　子ども支援課、市民窓口課または各総合支所市民生活課
●受給者証の交付　審査後対象世帯に郵送します。
　※母子父子福祉医療や障害者福祉医療の対象の人は、これまでの助成制度を適用します。
●支払方法　�償還払い（一度、医療機関で医療費を支払った後、 

支給申請書を市役所へ提出してください。 
自己負担額を差し引いた残りの額を指定された口座に振り込みます。）

　※乳幼児（小学生未満）の支払い方法は、これまでどおりと変更ありません。

　　　問　子ども支援課　☎36-2500

福祉医療費
支給対象者を拡大
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月 の 集 団 健 診65 健診の種類によって対象者、自己負担
金などが異なります。詳しくは、世帯
配布の健診のお知らせをご覧ください。

健（検）診の種類 町 実施日 対象地区 会　　場

小浜町

5月 9日㈮ 午後 雲仙、北野 老人福祉センター

5月12日㈪ 午後 富津 富津漁民センター

5月13日㈫ 午後 北本町、木場、金浜

小浜体育館

5月14日㈬ 午後 南本町、北木指、南木指、マリーナ

5月15日㈭ 午前 雲仙、北野、飛子、木場

5月16日㈮ 午前 富津、北本町、金浜

5月17日㈯ 午前 山畑、大亀、南本町、北木指
南木指、マリーナ

国見町

5月28日㈬ 午前
神代地区 神代研修センター

5月29日㈭ 午前

5月30日㈮ 午前 多比良地区
国見農村環境改善
センター5月31日㈯ 午前 土黒地区

6月 2日㈪ 午後 国見全地区

6月 3日㈫ 午後 国見全地区 馬場集落センター

【受付時間】　（午前）午前8時30分～10時　（午後）午後1時～2時30分
※午前実施日は、胃がん検診と腹部エコー検査も同時に受けることができます。

【対象者】特定健診（40～74歳までの雲仙市国保加入者）／健康診査（後期高齢者医療加入者・40歳以上の生活保護受給者）／若年
者健診（20～39歳の人で健診の機会がない人）／結核・肺がん検診（20歳以上）／大腸がん検診（20歳以上）／前立腺がん検診（40
歳以上）／肝炎ウイルス検査（過去に検査を受けたことのない40歳以上）／胃がん検診（20歳以上）／腹部エコー検査（20歳以上）

問い合わせ ◆特定健診・後期高齢者健診：市民窓口課 国保年金班、長寿医療班　☎38-3111
◆がん検診・若年者健診　など：健康づくり課 健康推進班　☎38-3111　

特 定 健 診

健 康 診 査

若 年 者 健 診

結核・肺がん検診

大 腸 が ん 検 診

肝炎ウイルス検診

前立腺がん検診

腹部エコー検査

胃 が ん 検 診

＋

＋

＊実 施 中＊
　健診会場で歯科
衛生士による歯科相
談を無料で行なって
おります。
　ぜひ、この機会に
ご相談ください。

問　健康づくり課　☎38−3111

マダニ類、ツツガムシ類は山林、草地な
どに生息しているダニです。特に3月か
ら11月にかけて活動的になり、咬まれ
ることで多くの感染症が媒介されるので
注意が必要です。

ダニに咬まれても、痛みや痒みはあまりなく、気づかないことが多いようです。ダニが吸着
しているのを見つけたら、できるだけ病院（皮膚科）で取ってもらいましょう。自分で無理
に引き抜こうとするとダニの一部が皮膚内に残ってしまうことがあります。

ダニによる感染症の症状
●日本紅斑熱・・・発熱、発疹など
●重症熱性血小板減少症候群・・・発熱、消化器症

状（下痢、吐き気など）重症化して、死亡するこ
ともあります。

●つつが虫病・・・発熱、発疹、リンパ節の腫れ

農作業や庭仕事、レジャー等、野外で活動する際には
①	 長そで、長ズボン、足を完全に覆う靴等を着用して

皮膚の露出を少なくし防虫スプレーを使用する。
②	 作業後は身体や服をはたき、ダニに咬まれていない

か確認する。

ダニに咬まれないために

馬
原
ア
カ
リ
医
学
研
究
所
提
供

ダニに注意
しましょう！
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健康うんぜん21（雲仙市健康増進計画）
に関する情報をお伝えします。

「５月３１日は
世界禁煙デー」

生活習慣病予防

「雲仙市の子どもたちは体が硬い？」

　平成25年度に各小・中学校で実施された、新体力テストの結果の中から、長座体前屈の結果を掲載しています。
ご覧のとおり、全国と比較して低い値になっています。長座体前屈は柔軟性（体の柔らかさ）を知る目安になり
ますが、長崎県全体でも、柔軟性が低いことはここ数年課題となっています。柔軟性は、スポー
ツをするうえで、効果的に技能を習得したり怪我を防止したりするために必要な要素です。日
頃から、柔軟性を高めるための運動を、意識的取り入れてみましょう！

　平成25年度　児童生徒体力・運動能力調査結果　 ｛ ○：雲仙市の平均が全国平均を上回っているもの
▲：雲仙市の平均が全国平均を下回っているもの

※全国平均は、「平成24年度全国体力・運動能力調査（抽出調査）」結果の値。
※本調査結果は雲仙市ホームページからもご覧になれます� 問　学校教育課　☎37−3113

「世界禁煙デー」は、たばこを吸わないことが一般的な社会習慣となる
よう世界保健機構（ＷＨＯ）により5月31日と定められました。

問　健康づくり課　☎38−3111

仮面高血圧について
外来血圧は正常なのに、家庭血圧では高血圧になるタイプ
※40歳以上では10人に1人が仮面高血圧と言われています。

昼間は正常範囲内に下がるが、早朝高血圧が見られる。
早朝高血圧とは、	①睡眠中から朝まで血圧が高い状態
	 ②朝目覚める前後に血圧が上がる

このような人は、寝ている間に血管をいためている可能性があります！
家庭で朝の血圧測定をしないとわかりません！！

受動喫煙について知りましょう！
　たばこを吸わない人でも、周囲にたばこを吸う人がいればたばこの煙を吸う
ことになります。このように他人の煙を吸うことを「受動喫煙」といいます。
　副流煙には主流煙の何倍もの有害物質が含まれています。ニコチンは主流煙
の2.8倍、タールは3.4倍、一酸化炭素は4.7倍にもなります。喫煙者本人が吸っ
ている煙よりも周囲の人が吸わされている煙の方が有害なのです。

1日2回（朝・夜）家庭血圧を測定しましょう

特徴

副流煙
たばこの先から立
ち上がる煙

呼出煙
喫煙者が吐き出し
た煙

主流煙
喫 煙 者 が フ ィ ル
ターを通して吸い
込む煙

仮面
高血圧

持続
高血圧

正常
血圧

白衣
高血圧

135／ 85
ｍｍHg
135／ 85
ｍｍHg

140／ 90
ｍｍHg
140／ 90
ｍｍHg

外来血圧（健診や医療機関で測定）

低

高

高

家
庭
血
圧

高血圧にもタイプがあります
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今 月 の 食 改 さ ん
問　健康づくり課　☎38-3111

きのこの炊き
込みご飯

栄養価（1人前）
エネルギー たんぱく質 塩分 食物繊維

247kcal 6.4g 1.1ｇ 2.7g

【材料（4人分）】
しめじ…………………50ｇ
えのきたけ……………50ｇ
生しいたけ……………25ｇ
まいたけ … ……………25ｇ
にんじん（小1/4本）………20ｇ
油揚げ … ………………1枚
米 … ……………………1合半
だし汁（鰹節・昆布）………260cc

《下味用調味料》
酒…………… 大さじ1/2
醤油………… 大さじ1/2

《炊き込み用調味料》
醤油………… 大さじ1と1/2
酒…………… 大さじ1
みりん……… 大さじ1/2

きのこ類は昆布のグルタミン酸、鰹節の
イノシン酸と並ぶ3大旨味成分の1つ、グ
アニル酸を多く含みます。これらが混ざ
ると数十倍に旨みが強くなります。

【作り方】
①	 米をといでざるに上げ、10分ほど経ったら炊飯器に入れ、だし汁を注ぎ、30分くらい浸しておく。
②	 えのきは半分の長さに切り、しいたけは薄切りにする。しめじとまいたけは小房に分ける。
③	 にんじんは千切りにしておく。
④	 油揚げは熱湯にさっと通してざるに上げ、2cｍの幅に切ってから、千切りにする。ボ

ウルに②、③と油揚げを入れ、《下味用調味料》をふりかけ、よく混ぜ合わせる。
⑤	 炊飯器に《炊き込み用調味料》を加えて全体を混ぜ、④を入れ、スイッチを入れる。
⑥	 炊き上がったら10分ほど蒸らし、上下を大きく返して混ぜ、器に盛る。
� 雲仙市食生活改善推進員連絡協議会国見支部

熱中症を予防しましょう。
熱中症とは 熱中症を予防するために
高温多湿な環境下で、体内の水分や塩分

のバランスが崩れたり、体温を調節する

機能が低下するなどして起こる体の不調

です。屋外だけでなく室内で発症するこ

ともあり、重症化すると命に関わること

もあります。

気温が高い 風が弱い

湿度が高い 急に暑くなった

こんな日は要注意！

水分補給
・のどの渇きを感じなくてもこまめに

　水分補給をしましょう。

暑さを避ける
・�扇風機やエアコンを使って温度調節をしま

しょう。

・�室温が上がりにくい環境（遮光カーテン、す

だれ、打ち水など）を整えましょう。

・�外出するときは、日傘や帽子を使いましょう。

暑さに負けない体づくり
・バランスの良い食事をして栄養を

　とりましょう。

・十分な休息をとりましょう。

・日頃から運動する習慣をもちましょう。

問　健康づくり課（☎３８－３１１１）

15 ● 広報うんぜん
平成26年5月


